
社会保険病院と全社連

１．社会保険病院とは
・政府管掌保険の保険者である社会保険庁
が設置した病院

２．全社連は国から委託を受けて、５２の社会
保険病院（約１万５千床）、２８の介護老人
保健施設等の経営を受託

３．職員数 約２万人



経営改善状況の推移

１４年度 １５年度 １６年度 １７年度

総収益 ２，８０７ ２，８３７ ２，８４１ ２，８４３

純損益 ▲１４ ７ ５４ ９１

２，７８７

５２．６％

２５．７％

６．４％

総費用 ２，８２１ ２，８３０ ２，７５２

①給与費率 ５６．７％ ５４．１％ ５１．２％

②材料費率 ２７．０％ ２６．４％ ２５．５％

③減価償却率 ２．５％ ６．４％ ６．１％

＊平成１５年度より建物更新費用１０７億円計上
＊退職手当引当金毎年５％計上、１７年度末の引当率９５．４％

（単位：億円）



平成１８年度決算 前年対比

１８年度 １７年度 対前年

決算額
収支比率

（％）
決算額

収支比率

（％）
差額

比 率

（％）

入 院 収 益 162,484 60.8 169,899 61.0 ▲7,416 95.6

外来診療収益 75,291 28.2 78,955 28.3 ▲3,663 95.4

医業収益 計 267,147 100.0 278,541 100.0 ▲11,395 95.9

医業費用 計 266,140 99.6 269,938 96.9 ▲3,799 98.6

当期純損益 2,572 1.0 9,066 3.3 ▲6,494 ー

（単位：百万円）



平成１９年度決算（４月～１１月）前年対比

１９年１１月累計 １８年１１月累計 対前年

決算額
収支比率

（％）
決算額

収支比率

（％）
差額

比 率

（％）

入 院 収 益 110,245 60.5 107,547 59.9 2,698 102.5

外来診療収益 50,215 27.6 50,481 28.1 ▲266 99.5

医業収益 計 182,191 100.0 179,602 100.0 2,589 101.4

医業費用 計 180,543 99.1 178,921 99.6 1,622 100.9

当期純損益 1,984 1.1 827 0.5 1,157 ー

（単位：百万円）



４疾病５事業の取り組み状況
（平成１８年度「全社連病歴統計」より）

平成１８年４月～平成１９年３月の ＤＰＣデータ（４７病院）
〃 病歴データ （３病院）

対象外は 秋田、高知

対象データ件数 ２１３，９１７名
（対象５０病院の病床数 ： １４，１０１床）
（５２病院の総退院患者数：２４１，５４１名）

◆４疾病
病患名 ＩＣＤ１０ 退院患者数

がん C00$～C97 34,963

糖尿病 E10$～E14$ 4,724

急性心筋梗塞 I21$ 1,244

脳卒中 6,459

くも膜下出血（内数） I60$ 291

脳出血（内数） I61$、I62$ 1,315

脳梗塞（内数） I63$ 4,187

一過性脳虚血発作（内数） G45$ 666



◆４疾病

脳卒中 救急対応（ＩＣＵ、２４時間） １１病院

入院対応（発症後安定期） ２３病院
リハビリテーション ３４病院
地域連携クリティカル・パス １６病院

がん がん診療連携拠点病院指定 ４病院

（中京・徳山・人吉・星ヶ丘）
緩和ケア病棟 ３病院

（川崎・神戸・人吉）



◆４疾病

急性心筋梗塞 救急対応（ＣＣＵ、２４時間） １７病院

心臓カテーテル ２７病院
インターベンション ２０病院
心臓リハビリテーション １４病院

糖尿病 専門外来（糖尿病センター） ２４病院

地域連携クリティカル・パス ９病院
教育入院 ３８病院
糖尿病教室 ４０病院
人工透析 ３５病院



◆５事業

小児（救急）医療 小児救急医療拠点病院 １病院

（徳山）
二次救急輪番 １８病院

救急医療 救急受入数 ６４，０４５人
救命救急センター １病院
（中京）

二次救急輪番 ５１病院

災害時医療 災害拠点病院 １３病院

災害支援協力病院等 ２８病院

・平成１８年度１年間の患者統計

・社会保険５２病院中救急受け入れ５２病院



・平成１８年度１年間の患者統計
・社会保険５２病院中分娩実施は２６病院

◆５事業

周産期医療 分娩数 ８，３８２件

地域周産期母子医療センター ５病院
（北海道・群馬・船橋・相模野・徳山）

へき地医療 へき地医療拠点病院 ２病院

（栗林・南海）
医師派遣 H20.1月現在 １２病院
無医村訪問診療 ３病院



◆地域医療 平成１９年６月１日現在

地域医療支援病院 ５病院

（札幌・東北・中京・人吉・宮崎）

臨床研修指定病院 単独型 ２病院

管理型 ２０病院

協力型 ２４病院

研修医受け入れ数（前期） １９６人（１年次＋２年次）

〃 （後期） ７３人



要望事項

１ 新たな経営形態の枠組みの早期決定

２ 経営改善３ヵ年計画及びその後の経営改善の

努力への評価と建物等更新費用等の新たな受

け皿への引継ぎ

３ 地域の中核病院としての機能維持（患者安全、

地域医療計画・制度改正への対応）に必要な

施設・設備の自主整備
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